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研究成果の概要（和文）：本研究では、諸分野の研究者が共同で勧修寺に現存する聖教・文書の

調査を進めるとともに、勧修寺を中心に諸寺院間交流という共通テーマを掲げて、研究を行う

ことが目的である。勧修寺現蔵の聖教と中世文書の目録を完成させ、諸寺院間交流をめぐる諸

論考をまとめることができ、本研究の目的は十分に達成されたと考える。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to get new recognitions of Japanese 

medieval  Buddhism and temples through the investigation of old documents belonging to 

KAJU-JI TEMPLE. We accomplished the lists of KAJU-JI SHOGYO and MONJYO ,and 

published dissertations. So we had achieved our purpose. 

 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 6,100,000 1,830,000 7,930,000 

２００７年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

２００８年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

２００９年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

  年度    

総 計 15,900,000 4,770,000 20,670,000 

 
 

研究分野： 人文学 

科研費の分科・細目： 史学・日本史 

キーワード：日本史、勧修寺、真言宗寺院、諸寺院間交流、聖教文書調査 

 
１． 研究開始当初の背景 

(1) 研究代表者および連携研究者は、2000

年より「勧修寺聖教・文書調査団」を組織し、
勧修寺に現存する聖教・文書の調査を行って
きた。これにより、勧修寺所蔵の聖教・文書
の全貌が明らかになりつつある。しかし、正
確な目録を作成し、それをデータベース化す
る作業などは課題として残されている。 

(2) 研究代表者は、日本古代・中世の宗教史
の研究に取り組むとともに、随心院・安楽寿
院・神護寺など京都周辺の真言寺院の聖教・
文書調査に携わってきた。これらを踏まえて、
諸寺院間での宗教的・社会的な交流をテーマ

に、日本史学のみならず、諸分野の研究者が
議論し、新たな宗教史像を構築する必要性を
痛感していた。歴史学のみならず、国文学・
国語学・仏教学の研究者が加わる「勧修寺聖
教・文書調査団」のメンバーとともに、勧修
寺における具体的な調査成果を踏まえなが
ら、この課題を考察することとした。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的はつぎの３つである。 

(1) 勧修寺に現存する聖教および中世文書
の悉皆調査を行い、最終年度には聖教・文書
目録を完成させ、報告書に掲載する。また、
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勧修寺旧蔵史料について、現在の所蔵先を調
査し、結果を報告書で示す。 

(2) 勧修寺における調査成果を踏まえて、諸
寺院間での宗教的・社会的交流をテーマに、
諸分野の研究者が議論を重ね、新たな宗教史
像の構築を目指す。 

(3) 聖教・文書を専門的に扱うことができる
若手研究者を養成する。 

 

３．研究の方法 

 上記の３つの目的を達成するため、それぞ
れ下記の研究方法を採用する。 
(1) 勧修寺所蔵の聖教・文書の調査を年３
回（各５日間）のペースで行い、詳細な目録
を完成させ、そのデータ入力、校正作業を進
めることで、完成度の高い聖教・文書目録を
作成する。また、高野山大学図書館所蔵光明
院文庫をはじめ、勧修寺旧蔵史料の調査を進
め、目録化を図る。 
(2) 研究代表者および連携研究者が年に１
度、合宿を行い、それぞれの調査・研究の成
果を発表し、諸寺院間での宗教的・社会的交
流に関する議論を深める。また、その成果を
『勧修寺論輯』および報告書に掲載する。 
(3) 京都府立大学大学院文学研究科の大学
院生２名をＲＡとして採用し、勧修寺の聖
教・文書調査に従事させる。 
 
４．研究成果 
 上記の「研究の目的」「研究の方法」に従
い調査・研究を進め、下記の研究成果を得た。 
(1) 勧修寺現蔵の聖教および中世文書の目
録を完成し、報告書に掲載した。また、勧修
寺旧蔵史料の調査成果を踏まえて、江戸中期
作成の「勧修寺大経蔵目録」に記載されてい
る各聖教・文書が、現在どこにあるかについ
て目録化し、報告書に載せた。 
(2) 諸寺院間交流に関する研究成果を収め
た勧修寺聖教文書調査団発行の『勧修寺論
輯』３・４号合併号（2007 年刊行）、同５号
（2008 年刊行）を刊行し、重要な論考は報告
書にも収録した。 
(3) 中世の聖教・文書調査に熟練した若手
研究者２名を養成することができ、彼らは本
研究に携わることで、他大学の研究者からも
多くの学問的刺激を得ることができた。また、 
本研究を手伝った大学院生たちも、同様の教
育効果があった。 
 以上により、当初の目標は十分達成するこ
とができたと考える。 
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